
 
 

組合基本方針  組合の団結と調和 日本一の工業団地を目指す！ 

 

 

 

 

 

流山工業団地協同組合 総務委員会 岩佐 祥一 
５月２６日（月）流山商工会議所２階Ａ会議室におきまして第３９回通常総会が開催さ

れ、全５議案全て全会一致で可決されて無事に終了いたしました。今回は組合企業が１社

減りましたのでその影響がありますが、残された組合企業はより結束を固めていかなけれ

ばなりません。組合企業はそれぞれ別の事業を行っていますが、共同で電気を購入するな

どスケールメリットを活かす活動にとどまらず、違う事業をおこなうからこそできる協力

の仕方もありますので共に発展できる道を探りながら活動を進めてまいりましょう。 
また、流山工業団地協同組合は流山市を代表する生産拠点であります。成長著しい流山

市において地域社会をリードし、地域社会の発展に貢献できることも見据えて活動するの

が我々の役割になります。 
懇親会は場所を柳家へ移し、多くの来賓の皆様を迎えて盛大に開催することができまし

た。来賓の皆様には普段より格別のご高配を賜っておりますが、このように一堂に会して

交流を深めることができるのは大変有意義であり、大切な機会であると感じています。 

次回は第４０回となり組合が

できてそんなに長い時間が経つ

のかと改めて驚かされます。組

合発足当時中心になって活躍さ

れた皆様からバトンを受けたメ

ンバーによって現在の活動がお

こなわれております。当時の思

いを忘れることなく肝に銘じて

組合活動を継続していくことが

重要と考えます。最近では持続

可能という意味で「サステナブ

ル」という言葉が頻繁に使われ

ますが持続可能な組合運営がさ

れますよう引き続きご協力をお

願い致します。 
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５月２６日に開催されました、流山工業団地協同組合 第３９回通常総会におきまして、任期

満了に伴う役員改選が行われ、下記の通りの新体制となりましたので、ご報告申し上げます。 
 引き続き、当組合の事業にご指導、ご協力賜りますようお願い申し上げます。 

理 事 長  洞下 英人 

副理事長  伊東 秀幸、大塚 秀髙、澤地 雅彦 

専務理事  長橋 敏男（員外） 

理  事  小野 幸一、岩佐 祥一、池永 敏之（員外） 

監  事  長浦 謙太郎、遠藤 佳男 

におどり次世代会委員長 長浦 匡成 

 

・副理事長挨拶 

 この度、第３９回通常総会で副理事長に就任しました澤地雅彦でございます。 

 大役を仰せつかり、身が引き締まる思いです。 

 昨年度１社の脱退により１４社からのスタートの年度となりましたが組合とし

て、抱えている課題・組合活動の向上に向け活動していきたいと思います。 

 また、昨今の物価上昇・労働者不足・経営環境の変化と取り巻く環境が日に日に

厳しくなっている状況ですが、共同事業や情報提供を通じて、組合員としてのメリ  

ットを最大限引き出し組合企業の発展に貢献できるよう、努力して参ります。 

これまでの活動を支えてこられた諸先輩方の功績に感謝申し上げるとともに、私自身も組合の発展の

ため皆様方と共に歩みながら、基本方針の『組合の団結と調和 日本一の工業団地』を実現するために

尽力いたしますので宜しくお願い致します。 

㈱サワチ 澤地 雅彦 

 

・におどり次世代会委員長挨拶 

 この度、におどり次世代会委員長を拝命致しました有限会社長浦製作所の長浦匡

成です。 

 前身の青年部時代から、諸先輩方が担ってきてくださった委員長に就任する時が

来て感慨深いものがあります。至らない所多々あると思いますが何卒、ご指導ご鞭

撻のほどよろしくお願い申し上げます。 

 におどり次世代会の活動では、アルミ缶を集めて車いすを購入、市に寄付して体  

の不自由な方のために使っていただくといった内容もございます。引き続き皆々様からアルミ缶のご提

供をいただけると幸いです。ご挨拶の場をお借りして失礼致します。 

㈲長浦製作所 長浦 匡成 

流山工業団地協同組合 新体制につきまして 



 
 

 

業務上、データの活用は欠かせないと感じて

いたものの、「ＡＩ」や「データサイエンス」と

いった言葉にはどこか苦手意識があり、なかな

か手をつけられずにいました。しかし今回の生

産性向上支援訓練「データサイエンス入門」を

受講し、考え方が大きく変わりました。 

これまで勘や経験に頼っていた仕事も、データ

を活用することでより客観的かつ再現性の高い

判断が可能になると実感しました。特に、経験  

の浅い人でもデータがあればすぐに仕事に活かせる点は大きな魅力です。ただし、すべてをデータに任せる

のではなく、「目的を持ってどう活用するか」が人間に求められる大切な視点であると学びました。 

また、グラフの使い方についても新たな気づきがありました。それぞれのグラフには得意不得意があり、

伝えたい内容に応じて適切な種類を選ぶことが重要だと分かりました。今後は内容との相性を意識しながら

グラフを作成していきたいです。 

講師の先生の駄菓子屋さんの実例もとても興味深く、実際の業務でのデータ活用がどのように改善に結び

つくのかを具体的に理解することができました。エクセルのピポットテーブルや統計の基本にも触れ、実際

に業務で試してみると、今までよりも格段に効率が上がる場面があり驚きました。 

「なんとなく苦手」で避けていたことでも、興味を持って試してみれば意外とできるもの。 今後も積極

的に学び、業務に活かしていきたいです。                                       サンコーテクノ㈱  

第２４回組合ゴルフコンペ 開催 

３月２９日（土） ＪＧＭやさと石岡ゴルフクラブにおいて、１１名の参加で第２４回組合ゴルフコンペを

開催しました。 

 当日の天気予報では、雨は小降りになるとの予報だったので前半戦をスタートしました。 

 しかし、３月末なのに気温は低く、天気予報は外れてしっかりとした雨が降り、後半９ホールを継続して

プレーすることは無理であると判断し、前半９ホールで終了することになりました。 

 優勝 菊地 潤 氏  ２位 遠藤 佳男 氏  ３位 熊本 匡史 氏 

以上の結果となりました。 

 また、令和７年度より組合ゴルフコンペの開催ついて検討が行われ、年１回の開催に変更が決定し、開催

時期は、気候のいい時期の３月下旬に開催することになりました。 

＊優勝者コメント＊ 

 ３月２９日ＪＧＭやさと石岡ゴルフクラブにおいて、第２４回流山工業団地ゴルフコンペが開催されまし

た。 

 当日は雨、風、気温一桁台の悪天候によりハーフでの打ち切りという珍しい展開となりましたが、その中

でも無事にラウンドできたことは良かったと思います。 

 このような状況の中で恐縮ではありますが、優勝という結果をいただきました。 

 まともにプレーできる状態ではない中、運もかなり味方してくれたかなと感じております。 

 次回はぜひ好天のもとで１８ホールでの優勝を目指したいと思います。 

 ありがとうございました。                       キクチ㈱ 菊地 潤  

データサイエンス入門 



 

事務局だより 

３月２９日（土） 第２４回組合ゴルフコンペ 

       於）ＪＧＭやさと石岡ゴルフクラブ 

         優勝 菊地 潤 氏 

４月１６日（水） 健康診断 ６社７６名受診 

５月２６日（月） 流山工業団地協同組合 第３９回通常総会 開催 

      流山工業団地 におどり会 第１２回通常総会 開催 

６月１２日（木） 熱中症対策セミナー 

６月１９日（木） 献血 

 

 

 

何も思いつかないのである休日の話。                       

車中での昼ごはん。寂しい釣果を紛らわすために普段つけないラジオをつけると春の選抜２試

合目。あまり興味はない、けど程良い騒がしさ。               

昼食後も移動の度に聞いていたがずっと拮抗で 15 時近くになっても２試合目、さすがに結末

が気になり聞き続けると延長１２回タイブレークサヨナラ、熱い。        

満足して夕マヅメに備え少し遠い釣り場まで車を繰り出すと３試合目が始まる。    

まだあったんかいと思いつつそのまま流していたら聞き覚えのある高校名。      

あれ？母校？いや聞き間違い、だって野球できるグラウンド無かったし、体育祭も市の運動場

借りた高校だし。耳を疑ったまま２回表前、校歌が流れる。          

プロのテノールが厳かに歌った瞬間音楽の授業がフラッシュバック。         

一人ずつ歌わされるの嫌だったな・・・我が母校でした。              

初出場、独特な投球フォームからのスローボール、母校、気になる要素はたくさん流れたけれ

ど夕マヅメの釣りは譲れず４回終わって０対０で聴取終了。それでもラジオを聞いた手前、毎

度結果をチェックしていたら最終的にベスト４まで勝ち上がったダークホース。疑っといてな

んだけどなんとも嬉しい。                  

後日、取引先と打ち合わせ中にご家族が在校生という話題に。グラウンドは今も校内には無く

借りているグラウンドへ毎日野球道具担いで自転車漕いで通って練習しているとのこと。今更

ながらに応援したくなる、ラジオもたまには聞こう。    

長浦 匡成 

 

編集後記 

流山工業団地協同組合 
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